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A迄 は利用者の1人 として図書館 をみていたのだ が、
今度はからず も初代図書館長小野寺教授の後任 と して図
書館長の役 目を仰せっかることにな り改めて本学図書館
の役割とあり方を考 えさせ られている。「かぐらおか」編
集部か ら図書館長就任の辞 を書 くよ うにとのお話 しがあ
ったが、何分就任早々のことであ り私 自身 まだ図書館の
業務内容 を詳細 に理解 していないので抱負 などをのべる
資格はないと思 う。 しか し折角の御依頼 なのでこの機会
に学内の皆様 に本学図書館 にっいての御理解を頂 き今後
の御協 力をお願い したいと思 い拙 文を弄す ることにした。
本学図書館は小野寺教授 が開学以来、開設の準備、整備
と7年 の長 きにわたって大変 な御苦労 を重ね られて こら
れた。学内の協 力態勢、図書館ス タッフの努力をえられ
て現在のよ うに立派 な附属図書館 に発展 したもので ある。
小野寺教授 には心 から敬意 を表 したい。開学当初の図書
室時代、図書館の新築など諸事万端 の準備や整備、昭和
53年 度の大学院設置 にあたって専 門図書30,000冊 、学術
専門雑誌300種 以上 を備 える条件 を満 たす ことなどでの
御努力は大変 なことであったと思 う。図書館には現在、




教育、研究、診療 を使命 とす る医科大学の機能 にとっ
て図書館の存在は基本的な支柱の1つ で あることはい う
まで もないことで ある。 日進 月歩の学術情報、資料 をそ
ろえ十分 に利用 して頂ける態勢 を整 えることが図書館の
使命であろ う。そのためにはで きるだけ必要 と思 われ る
学術雑誌、単行本 をそな えることが望 ま しいし、利用者
へのサービス向上 を図 らねばならない。 ことに複数の大
学 があり図書館の相互利用が容易である大都市圏内 とは
多少異 なる、本学の地理的条件か らのハ ンデイキャップ
を考 えると、図書館機能の整備拡 充はさらに望 まれるこ
とで あろ うと思 うしそのよ うに微力 をっ くしたい。
図書館 が現在行 ってい る、あるいは計画 していること
や図書館の運営につ いての2、3の 問題 をのべ御 批判 、
御意見を頂 きたいと思 う。第1の 問題 と して現在購入 し
ている学術雑誌の種類のみ直 しを近 々行 う必要 が あ る
だろ うと思 っている。購入雑誌数が増加す ると継続的 な
図書購入費の増額 が必要である。従来は新設医大 として
予算的 にややゆとりがあった し円高 とい う世界経済事情
か らも新規雑誌の購入 もあまり無理 ではなかった。 しか
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し昨今の国家財政方針 、物価上昇 から洋雑誌、単行本の
値上が りが予想 されるし図書購入予算 も今迄のよ うに順
調 には伸 びないおそれがある。勿論私 としては図書購入
予算財源の増額 にで きる限 り努力す るつ もりであるし学
内教官の諸先生方 には御理解、御協力方をお願いしなけ
ればな らない と考 えている。 また開学以来7年 間 には新
しい学術雑誌の刊行 もあ り、学内体制がほぼ整 ったこと
もあり、この観点 からも来年度には新規の購入希望、変
更希望 も加味 して継続購入雑誌のみ直 しが必要で あろ う
と考 えている。第2の 問題 として他の大学図書館 との相
互利用を迅速に行 うシステムの強化がある。現在図書館
にはテ レックスが既 に設置 されており学内学外からの利
用 も増 えてい るが、他大学図書館のテ レックスによる迅
速 な文献複写が可能 なので学外への文献複写申込 をも大
いに利 用 してほ しいと思 う。この ような相互利 用システ
ムは今後の図書館機能にとって重要性 を増すであろう。
この システムの強化 には他の大学図書館 との連係 が必要
で あるが大勢 としてテ レックス設置図書館が増 えている。
第3の 問題 として利用者サー ビス向上への努力で ある。
現在図書館では昭和53年 度よ りの コンテ ンツ シー トサー
ビス、昭和54年 度 より始 めた文献調査サ ービスを行って
いる。また電話 回線 を使用 しての 日本科学技術情報セ ン
ターオ ンライ ン情報検索 によるサー ビス業務 も開始 して
いる。いずれ も備付の申込書に記入申込 をして頂 ければ
よいので気軽に利用 して頂 きたい。 さらに二次 資料 とし
てExcesptaMedicaの 購入 が既に決定 している。学術
情報の迅速 な入 手、文献調査、文献複写 のシステム化が
以上のよ うに行われていることは御承知で ない方もい ら
っしゃるとも思 われるので御紹介 してお く次第。直接的
な窓ロサービスについては開館時間の延長 についても研
究 してみたい。閉館時間延長には2、3の 障害 があ るが
利用者 の要望が多ければ行いたいもので ある。
以上 まとまりな くのべたが利用者あっての図書館 なの
で利用者の御要望 、御苦言 があればどしどし申 しでてほ
しい。最後 に学生諸君に一言、自己学習 に大いに図書館
を利用 してほ しい。図書館は諸君 に利用 して頂 くことも

































学 生 執行 委 員会 よ り孝交務 委 員会 宛の 「1.近 年実 習 用
の御遺 体 が減 少 しっっ あ り、 また 来 年度 は学 生 数 が20名
増 えます 。 来 年度 の解 剖 実習 条 件 にlr1∫らか の変 更 が あ る
か をお聞 き した い,,以 ド略 」 と 言 う 文書が私 の 手 元 に き
ま した、,「医 学 生 だ か ら解剖 実 習 をす るの は 当然 で あ る
か ら、御遺 体 が提 供 され るの は'」撚 で あ る」 と考 え る学
生 は現 在1人 もい な い と思 い ます.医 学 生 が解 剖 実習 を
す る こ とは あた りま えで す が遺 体 の提 供 は本 人の 意志 と
遺 族の ご理 解 とご協 力に よ る もの で あ り ます 。 病 人 が医
科 大学ll付属 病 院 を訪 れ る様 に遺 体 が 自然 に大 学 に集 ま る
わけで は あ り ません 、,この 際 、解 剖 体 につ いて の理 解 を
少 しで も、深 め て いた だ きた く筆 を と りま した 。
医学 教-一:に欠 かせ な い解 剖 実習 には 解 剖体 が 必 要 な 事
は 言 うまで もあ りませ ん,,本 学で は、学 長 を委 員 長 と し
て 両副 学 長 と解剖 の 教授 を含 む教 授4名 、計7名 か ら な
る解剖体 収 集委 員会 で解 剖 体 を如 何 に して収 集 す るか が
検討 きれ てお ります,明 年 度 か ら解 剖実 習 を行 う学 生 が
120名 に な ります,、従 っ て今 まで よ り5体 多い30体 以 ヒの
解剖 体 を 年間確f呆 しな けれ ば な りませ ん、,これ は極 め て
困難 なfl事 で は あ ります が現 在懸 命な 努 力 を続 けて お り
ますり 本 年度 は特 に、III田 学 長や 解剖 体 収 集委 員の 先 生
方が公 共団 体関 係 当局 や個 人病 院 等 に解 剖 体収 集の た め
のPR活 動 を致 しま した、,
文部 省の 教育 基 準 に よ ります と 「医 学 生2人 に1体 以
ヒ、歯学 生4人 に1体 以Lを 解 剖 す る」 と定 め られ て お
ります、 しか しなが ら、 各 大学 と も必 要 数 を確 保 す る事
が困難 な状 況 にあ ります ので 文 部 省の 基 準 で実 習 す る事
は殆 ど 不 ・丁能 で あ ります,,医 学 生6人 また は8人 で1体
を解剖 して い るf一 が 多い もの と思 われ ます。 本 学で は
本年度 も4人 で1体 を解剖 す る事 が出 来 ま した 。 これ は
仲 西前 教授 の ご努 力 と関 係 者の皆 様 の ご協 力 があ っ た か
ら こそ好 条件 で解 剖 実 習 が行 い 得 た もの と思 い ます、,
明 年度 は ど うに か現状 維 痔 で解 剖 実 習 が出 来 る見込 で
す.,遺 体 の提 供 は変 動 が極 め て 大 き く、 かっt,則 が 全 く
つ きませ ん,解 剖 体 が 少 ない時 の 為 に 多 く収 集 出 来た 解
剖体 を(そ うい う「枳 よめ った に あ り ませ ん が)ス トッ ク
しよ うと しま して も、 そ う都 合良 くは ゆ きませ ん。 解 剖
体 の収 集 は遺族 か ら遺 体 の提 供 、 っ ま り献 体 され な けれ
ばf'.ま せ ん し、献 体 は遺 族 の 皆 様 全 員の 同 意 が必 要 な
ので あ ります。 遺 体 は遺族 か らお預 か り して い る もの で
1』から、解 剖実 習後 、避1糖 遺 族 の ご希望 に沿 うて速 や か
に返納 しな ければ な りませ ん。 正 常 解剖 用 の遺 体 は防腐
処 置 を し、 実 習 が始 まる まで 保 存 しなけ れ ば な り ませh
し、解 剖 実 習 は少 な くと も3ケ 月以Eか か ります 。 また
実 習時 期 が 定 ま って い る こ と をも考 慮 致 します と、遺 体
を大学 で約1年 半 は預 か る こ とに な り ます。 長 い 間遺 体
を預 か らな け れば な らな い事 が献 体 に同 意 して 頂 け な い
理 由の ひとっ
本 学 にお い て、 現 在 まで に収 集 され ま した解剖 体 の約
50パ ーセ ン トは、旭 川市 や 道北 の 病 院 の先 生 方 の ご理 解
とご協 力に よ った もので あ ります 。 約18パ ー セ ン トは献
体の 会 で あ る、 白菊 会 旭 川 医科 大 学 支 部(合 田支 部長)
の 会 員の 方達 で あ ります 。 この 支 部 は昭 和50年 よ り本 学
に ご協 力 頂 いて お り、昨 年11月25日 現 在 で 生 存 会 員248
名 、物 故会 員35名 、 申請 中5名 に なっ て お り ます。 本 人
の 自由 意志 と家族 の 同 意 が あ って は じめて この会 に 入れ
ます 。
「献 体」 と い う言 葉 は 未 だ 国 語 辞 典 に と りあ げ られ て
い ませ ん。 その 意味 は 「医 学 の 基礎 に必 要な解 剖 実 習 に
無 償 で遺 体 を提 供 す る事」 で あ ります 。 米国 、 カナ ダ、
英 国 、 西 ドイツ等 で は 医科 系 大 学等 に対 す る国 民 か らの
献 体 が慣 習 化 し、更 に献 体 登録 を適 切 に行 う為 の法 律 が
制 定 されて お ります 。 我国 で は 、 よ うや く 「献 体登 録 の
封 制 化へ の促 進 につ い て」 の 勧 告 書 が政府 に提 出 され ま
した。 外 国 に例 が あ る様 に、理 想 と して は解 剖 体 の確 保
は、我 国 で も国 家 的 事 業 にす べ きだ と私 は思 って4Jり ま
す。
学 生 諸 君 は 「医 学 生 は なぜ献 体 の 会 に よ り多 く入 らな
いので す か」 と言 う声 を耳 に した 事が あ ります か、。解 剖
体収 集の た め に道北 を キ ャ ンペ ー ン した時 、 「医学 生 の
入学 の 条 件 と して 、 本 人 また は親 の献 体 登 録 を義 務づ け
た ら如 何 がで す か」 と言 う厳 しい発 言 を され る方 も お り
ま した 。 学生 諸 君 は こ れ に ど う答 えて くれ るで しょうか。
善意 あふ れ る 多 くの 人達 の ご理 解 とご協 力 によ って 解 剖
実習 が出 来 るの で す。 学 生 諸 君 は、 こ れ らの 事情 を ト分
に踏 ま えて、 信頼 され る良 い医 師 に な る よ う勉 学 に勤 し
んで も らいた い もの で す 。
最 後 に 、医 学 の教 育 研 究の ため に献 体 ドさい ま した 方
々の ご冥 福 をお祈 り申 し上 げ る と とも に、献 体 に ご理 解
と ご協 力 を賜 り ま した遺 族 の 方々 に限 り ない感 謝 と敬 意
を 表 します 。
(解 剖 学第 講 座 教 授)
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今わ れ らは鏡 を もて 見 るごと く見る ところ朧 な り 一 コ リ ン ト前 書13:12
日本 医 事 新 報11月22日 号 に 目本 医師 会 長 の病 床 か らの
持 別寄 稿 が 載 って い る。 「毎 日、 新 聞 を に ぎわ して い る
医療 荒 廃 の 問題 は、寝 て いて 一番 気 に な る問題 で あ り、
必 ず そ こか ら読 む こ とに して い る」 と 書い て お られ る。
武 見 会長 で な くと も、医 学 医 療 に関 係 して い る もの に と
って 、近 頃 の報 道 には 当惑 す るば か りで あ る。 同 じ頃 朝
ti新 聞 で 信頼 の原則 と題 す る 「今 日の 問 題」欄 を みた 。某
簡裁 判 事 が罷 免 訴追 を免 れ るた め町 長 選 に立候 補 した と
い う安 川 事件 で 、国 会の 弾 劾裁 判 所 小 委 員 会 が、 この種
事 件の 再 発 防 止の た め弾 劾 法 改正 案 を議 員提 案 す るこ と
と、富 士 見産 婦 人科 病 院 の 件 で 、医 師 た ちにつ い て捜 査
して も物 証 を得 るこ とは 非 常 に むず か しい こととを述 べ 、
そ もそ も裁 判官 に しろ医 者 に しろ、 ま さか悪 事 を働 くは
ず は ない とい う信頼 を前提 に して い る。世 の中 の 制度 は
多か れ少 か れ 当事 者 に対 す る 「信 頼 の 原則 」 の ヒに 成 り
・塵五っ 、 と くに上 記二 者 に対 す る法 制 にそ の色 彩 が濃 い、
「社 会 の柱 で あ る この 原 則 は しっ か り守 っ てい き た い 」
と結 ん で あ った 。大 へ ん穏 健 に書 かれ て い て少 々安堵 し
たの で あ る。
医 者に 対す る何 らかの チ エ ック ・シス テ ムが 必要 との
意 見は ます ます増 えて きて い る し、 医師 の なか に も この
声 が あ る。 国 立病 院 医 療 セ ンター 産婦 人科 医 長 我妻 氏 も
今 まで の密 室 医療 の ま まで は 、医 学 生 に倫 理 教育 をす る
位 で は 高水 準 を保 て ない 、具 体 的 な評価 シ ステ ム が欲 し
い と述 べて い る。 ハ ワイ 大学 医 学 部臨 床 助 教授 の シゲオ・
ナ トリ医 師 の1]本 新 聞紙Eで の 指摘 で も同 じ意 見の よ う
だ 。
と ころで 、 日本 の 言 論 界 も医 療 界 も、 わ が国 の制 度 は
医 師へ の 全面的 信 頼 にも とつ いて い る し、 米 国の 制 度 は
医 師へ の不 信 を基 盤 に して成7し て い る と単純 に決 め こ
ん で いす ぎ るよ うに思 わ れ る。 両 者 とも それ な りの 歴 史
的経 緯 を持 っ て い る こと を反 省 したr.で のPnABが ほ しい
と思 う。 いったい 信頼 とか不信 とかは何 を対 象 に して い る
の か。 人間 が対 象 なの で あ ろ うか。 人間 関 係 の基礎 は倫
理 とい う言葉 で あ らわ され、 人 間性 の 尊 重 など とい う。
人 閻性 を とな え る こ とは、 この頃 の はや りで は あ るが 、
人 問 は理性 的 で あ るか と思 えば 、動 物 的 で もあ る。 同種
の 動物 で は殺 し合 い を しない そ うで あ るが 、 人間 は武 器
を作 っ て人殺 しをす る。 人 間性 と い うけ れ ど実 に矛盾 し
た 内容 の もので 、時 代 に よ って も 対極 的 な使 われ か た を
した、,人問(性)は 信 頼 とか不信 とかの対 象では ないと思 う。
医 学医 療 は 、 この 人間 を こ よ な く愛 す る この 人間 につ
いて の わ ざで あ り、 バ ビロ ン、 エ ジ プ ト、 ギ リ シャ 、 ロ
ーマ の昔 か ら、 あ また の 星霜 を経 て現 代 西洋 医 学 に到 達
した 。科 学 と しての 医 学 が現 在私 た ちの 最 大の 関心 事で
あ るが 、 これ は19世 紀 に な って か らあ もので あ る。 この
間 に色 々 な水準 の医 療技 術 が行 わ れ、携 わ る医療 人 も様
様 で あ り、種 々 の不 都 合 も経験 されて い るの で あ る。 現
代 化 が進 み テ クノ ロ ジーの 世 の 中 に なっ て人 間疎 外 化 は
西 洋 も 日本 も同 じで あ る が、 西欧 世界 に は も う.・っ 精神
世 界 の伝 統 が あ る。 西洋 をお 手本 に した近 代 日本の 医療
は、 お 手本 の歴 史的過 程 を#SIい て、 分化 した技 術 的側 面
を採 り入 れ た。 人間 を 人間性 の 面で と らえ るこ と を習 わ
なか った ので は なか ろ うか。
日本 の指 導 者の道 徳 教 育 の第 一の テ キ ス トで あ った 孟
rと い う本 が あ る。私 の 大 学 予科 で も教 科 書だ った 。最
近 、用 があ って拾 い読 み し解 説 で 指摘 されて感 じた こ と
は 、孟 子 につ いて は病 と か老 と か死 の問題 は何 処 にも載
って い ない と い うこ とで あっ た。 孟子 は性 善説 を とっ た
の で は あ るが、 人 間の 痛 み の問 題 につ いて は積 極 的 で な
か った ら しい。 私 は こ こ に近 代 目本 を拓 いたエ リー ト教
育 の性 格 が象 徴 され て い ると思 う。 矛盾 した 両面 を持 つ
人 間性 に目 をっ ぶ っ た秀 才 だ け が入 用だ ったの で あ る。
頻 発 す る同 類 の 社会 的 事件 は恐 ら くその国 の 時 代風 潮
の あ らわ れで 、個 々人 は その ひ と駒 を演 ず る に過 ぎな い
ので あろ う。 医 者 ば か りで な く裁判 官 も、政 治 家 さえ も
不信 の 世 の なか に右 往 左往 して い る。
日本母 性 保 護 医協 会 は 会 員医 師 の 自主 規制 の た め特 別
委 員 会 を設 け る由で あ る。 人 の 生死 に関 わ って 医師 が医
学 的決 断 を下 す に は4っ の行 動基 準 があ ると イギ リスの
Webb‐Peploeと い う人 が 書い て い る。法 律 、悼門 知識 、
時 代理 念 およ び宗 教 だ とい う。 日本 で は 果 して 何 人 が 自
他 の信 仰 に根拠 を お くで あ ろ うか。 分析(1勺な学 問 を生 ん
だ西 欧の 倫 理的 宗 教 風土 とは こ とな る 目本で あ る,、外 国
のaudit制 を その まま持 っ て く る こ とは むず か しいで あ
ろ う。 私 た ちは私 た ちの 方式 を摸 索 し、 人間 の た め に在
る医療 を育 て 、信 ず べ か ら ざ るもの を信 じて 徒 に 不信 を
積 み あ げ るこ との ない よ うに、心 して ゆ きた し㌔
(泌 尿 器科 学講 座 教授)
4
昭和55年度通学方法・居住状況調査結果一覧
昭 和55年 度 通J7法 ・居 住状 孚兄調 査結 果 を ま とめ ま し
たの で掲 載 します,,
(学 生 課)
ア ンケ ー ト提 出 率
昭和55年6月1日 現 在
学 年 t 2 3 4 5 6 小計
大 学 院 計
i z 小計
在籍学生数 12918/ 122181 1061161109!121 97141 97171 6601551 zoii 1αω 30111690361
.酌一.ト提出数12617 98181 831141 78i51 74121 47f61506142118田 5101 2311 529143!
















































































居 住 状 況 i 2 3 4 5 6 小計
大 学 院 計 備 考
1 2 小計
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■ 内科 学 第三 講 座 ■ 高 杉 佑 ・
並木教 授 を中心 とす る 第3内 科 の誕 生 は51年4月 で 、
現 在 は教 授 以 ド24名 力ご教 育 ・診療 ・研 究 に常時 励 ん で い
るほ か 、28名 の研 究 生 が研 究 に、 また消 化 器内 視 鏡 検 査 、
症 例 検討 会 、抄 読 会、 グル ー フ毎 の勉 強 会 など に熱 心 に
参hllし て い ます、.、さ らにtr徴 的 なの は、 こ並 会 とい うい
わば 第3内 科 の外 郭 団体 と教 室 が密 接 な関 係 を保 って い
る こ とで す.、この 一.三並会 は旭 川 医 大 第3内 科の 研 究 に関
心 を持 ち、研 修 を 希望 す る内 科 医 で構11気され て いますが、
年 々 希望 者 が増 え現 在100名 を越 えて い ます 。.モ 並会 会
員 と教室 員の.集 りは 月1【111の定 期rl勺な症f列検討 会の ぽ か
い ろ いろ あ ります が、 お た がい に勉 強 に な って い ま.ち.、
この よ うな こ とも反 映 して第3内 科 を受 診 す る患 者が 非
常 に 多く、 貴重 な症 例 に遭 遇 す る機 会 に も恵 ま れ 、r.
教f.f、 卒二後 研 修 、1草門 医 と して の レベ ル ア ップ と いっ た
面で の メ リ ッ トも あ り、症1列 に教 え られた 興味 深 いテ ー
マ も次 々に育 ちつ っ あ り ます。
研 究 面で は5つ の 研 究 グルー プが 独 自の 仕`}4を 進 め る
・方、た が い に連 け い を と りあい 、 大 きな仕 事 の展 開 を
め ざす ノ∫金fが と られて しΣますっ 石汗'究テ ーマ は 、 ス トレ ス
潰瘍 、,急性 胃病 変 、虚 血性 胃腸 病'変』、 レザ ー 内視 鏡 によ
る消 化 管:疾患、の 治療(消 化管 グ ルー プ:水 島 、 岡村 、 原
Illほか)、 新 しい腹 腔 鏡 診断 技 術 の 開 発 、肝 炎 の進 展 、
アル コー ル性 肝 障τ,if、脂 肪肝 け汗 グル ー プ:関 谷 、矢 山奇、
高橋 ばか)、 膵 疾患 の早 期 発 見 をめ ざ した研 究 、実.験 膵
癌(皮 ド継 代 移植 に成功)を 用 いた膵 癌 治 療 の研 究(膵
グル ーフ:ヒ 田 、峯 本ぽ か)、 糖 尿 病 ・動 脈 硬 化 ・高 月旨
質lllL症にお け る}指質代 謝 、糖 尿 病 の 新 し.い治療 指 標 の追
求 〔代謝 グルー フ:高 杉 、武 藤 ほ か)、 ス トレ ス の 生 体
に 及ぼ す影 響 、irritablebowelsyndromeの 実.験的 研
究 、 プ ラ イマ リー ケ ア にお け る心 身 医学 的 アブ.ローチ(心
身 症 グ ルー フ:梶 ぽ か)な どの ほ か、寄 生虫 〔矢 崎ほか)、
消化 吸収 、 ス トレ スと肝 、消 化 器 疾 患、に お け る糖 ・ppL'trP/1HSt
代謝 とホ ルモ ン との関 連 、糖 尿病 の 胃病 変 、 タバ コ 病 、
老 人病 に関 す るい ろ い ろ な研 究 な ど、 グル ーフ...間の共 同
研 究 も盛 んで す 。学 会発 表 も国 際 学 会 、国 内 学 会 を 含め
年間60演 題 を くだ らず 、皆 若 手 な が ら シ ンポ ジウ ムや 国
sx:F.p1'.会な どで 大い にi;$u_し て い ます 。 した がっ て国 内 、
国 外 との 交流 も 多 く、研究 の 見学 に くる 人 があ とをた た
な い現状 です 。 今 年の6月 ハ ンブ ル グで 開 催 きれ た国 際
消 化 器病学 会 にお いて 、「ス トレス潰 瘍」 の 研 究 とその 発
生の メ カニ ズム に関 す る科 学映 画 で 、並 木教授 が 「パ ブ
ロ フ賞」 を受 賞 しま した 。 その 研 究 は現 在 世界 各国 の 注
目 を.集め て い ます、,
忙 しい時 ほ ど息 抜 きの 楽 し さは格 別 と い うわ け か 、今
年 は例 年 よ りも`r'朝野球 のll式合数 も 多 く、 各種 の レク リ
..r_一シ ョンの 企画 も盛 ん で した。 各自 が個 性 ・特 性 を発
揮 しな が ら、 大 きな流 れ の な かで 充 実 した 毎 日 をす ご し
て い ます 、,(1勾 不斗等そ律`.三1溝1坐 且力孝文授)
一G
新 任 教 官 紹 介
II°不[155110月1日 付 け で 英 語 の 外 匡1人 教 師 と し.`A.T.
グ レ ン ヴ イ ル 教'自'が 就 任 さ れ ま し た.
グ レ ン ・'ノィ ル 孝父rド蝦 よ1972年12月 イ ギ リ ス の リ フ トン 高
校 を ㌍ 業後 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 聖 ジ ョ ン ズ 校 へ 進 ま れ 、
1980年613バ ー ス ノく学 ノくF';都完教 珂哉lj,〔ド㌦課 程1'噛1∫r年をif
し、 本 学 外 国 人 教 師 と し て 赴 任 さ れ ま し た























































最近 、 訪 問販 売 に よ る英 会話 学 習教 材 の購 入契 約 に関
す る1射 青や相 談 が 、道 内 の 各消 費 者窓 口 な どに寄 せ られ
て お り、 相談 者の 中 には 学生 も 多 く含 まれ て い ます 。
これ らの ド'情や相 談 は 、 「内 容 が 高 度す ぎて 使 い こな
せ ない」 「購 入価 格 がr:;rな ため 支払 いが 不 ・r能に なっ
た」 な ど によ り返 品 した い とい う もの が大 半で、 軽 率 に
契 約 した もの が 多 く見 られ ま す〔,
つ い ては 、学 生 諸 君 も被害 に あ わな い よ う下記 事項 に
{・分汚Y1意して ドさい。
記
1.勧 誘 され た と きは、 まず 、販 売 員 に対 し身 分証ny?;
の 呈示 を求 め、 会 社 名、販 売 員 名、販 売 の 商品 の 種類
を石崔認 す るこ と,,
2.購 入 に際 して は、 必ず 現 品 の呈 示 を求 め 、内容 を確
認 し、 本 当 に必 要 かど うか冷 静 に判 断 し、必 要 ない と
きは、 き然 と断 る こ と、,
3.購 入価 格 が極 めて 高額 で あ り、 その 支払 い につ いて
は 自己 の 資 力を}'分 考 え る こ と,、
4.契 約 、看}:・申込 、書}の記 載`};項 をよ く読 み 、1・分 理 解 し
て か ら契系勺をiiう こ とり
5.購 人 契約ttを 締 結 した 日以 降4日 以 内 で 、 かっ 分割
払 の場 合 は 、割 賦 販 売法 及 び訪ll珂販 売 等 に関す る法律
によ り、無 条件 で 契約 を解 約 す るこ と がで きるの で 、
その必 要性 が生 じた と きは 、 誰面 を作 成 し最寄 りの 集
配 郵便 局 で内 容 証;明を受 け 、相 手方 に その 旨 を速 や か
に通zul』 るこ と、
6.こ の 種 訪 問販 売 に際 して は、 学 友 会 名簿 等 が利 用 さ
れて い る こと が 多いの で 、取 扱 い につ いて も 十分 配 慮
す るこ と,,
7.呂 二情 や相 談 を必 要 とす る と きは 、次 の窓 口 に速 や か
に申 し出 る こ と。
旭 川 市 消費 生 活 セ ン ター
旭 川 市5条10r目 電 話22-8228(学 生課)
ス ポ ー ツ 大 会
9月10[](水)、 ソフ トボ ール ・バ レー ボールの2種[に 、
学 生 ・教 職 員 のべ400名 が 参 加 し、 スポ ー ツ大 会 が 行 わ
れ ま した。例 年天 候 に恵 まれ て い る本 大会 は 今 年 も好 天
の 中 で実 施 され 、 各チ ー ム とも優 勝 をめ ざして健 闘 しま
した。 結 果は次 の とお り。ソ フ トボ ールliar.サ ッカー部2
年 目チ ー ム2位 硬 式庭 球 部 バ レー ボ ール1位3年
B組2位 元幸 メ ッ ツ(学 生 課)
弓道部 ・卓球部主管終える
本学 が主 管 とな り下 記 の とお り2っ の 大 会 が開催 され
ま した ので 御紹 介 します、,
第5回 全 道学 生 弓 道 女子 戦10月18出 ・19旧}[]、本学体
育 館 を会場 に11大 学54名 の参 加 によ り開 催 された 、,本学
の試 合 成績 は 団体 戦7位 と奮 わ なか った が、 大会 副 会 長
に 山田学 長、 大 会委 員 長 に石 田 明 美 さん 、 そ の他 本 学 弓
道 部員 が大 会 役 員 と して 大 会 を準 備 ・運 営 し、仮 設 の 弓
道 場 を設営 す るな ど苦 労 も 多 い中 、無 事 宅管 を終 えた 。
第9回 北 日本 医科歯 科 学 生卓 球 大 会11月21H13〔 月}
日、旭 川市 ・ヱ体育 館 常盤 分館 を会場 に8大 学 のべ340名 の
参加 によ り開 催 された 。 大 会会 長 の岩 淵 教 官 、大 会 実 行
委 員長 の門 正 則 君 を始 め 卓珂～部 員 は 、主 管 に 当 た り大 会
をスム ー ズ に連営 し盛 りLげ た 。(成 績 男 子団体4位 、
ダブ ル ス高桑 ・田代3位 、女子 団 体4位 、シ ング ルス野 原
3位 、溝 口3位)
弓道 部 ・卓球 部 及 び関 係 者の 方々 、 ど う もご くろ う さ
まで した、
(学 生 課)
弓 道 場 の 建 設 に つ い て
数 年 来の 念 願 で あ った 弓道 場 が、 課 外活 動施 設充 実 の 環 と して 、 昨 年11月6日 に陸L競 技場 西側 に着i:さ れ、 現
在建 設 が進 め られて い ます 。 今 まで 弓 道 場 が な いた め 十分 な活 動 がで きな か った 弓道 部 も、 この 弓 道場 が完 成 す る こ
とに よ コて 、 よ り充 実 した活 動 、 各 大会 で の活躍 等効 果的 な利 用 が期fi`さ れ ます.
建 設中 の}iii場 の あ らま しは次 の とお りです 。1.工 事期 間 昭 和55年11月6日 ～昭 和56年3{-116日2.建 物





















































解 剖 体 追 悼 法 要
9112411;水}午 後11Lr30分 か ら、 束本 願 寺 旭 川別 院 に お
い て 、昭 和55年 度 解 剖体 追悼 法 要 が 執 り行 わ れ ま した.
本 年度 の法 要 は、昭 和54年9月1日 以 β牽昭 和55年8月31
日まで の 間 に御遺 体 を提 供 され 、医 学 教 育 の礎 と な られ
た159体(系 統 解剖271、 病理 解 剖86体 、 法医 解 剖46
体 〉 を対 象 と して精 霊 が供 養 され ま した 。 学長 焼 香 及 び
追 悼 の 辞 の あ と、読 経 の 流 れ る 中 、御遺族 ・来賓 ・本学
教 職 員及 び学 生 代 表 が次 々 と焼 香 し、 故 人 び)遺徳 を偲 び





















嬉罧 課 タ玉 シ舌 動 短 信 絃罹
ラグ ビー 部 腎 ～3第23回 東医 体 冬季 大会21・1戦 敗退
〔1[口li樽～九旦[}ミ.人く82-0帝 巧〔ノ<2!目Di伐 ノ[旦i矢iノ<8-201洋/:〕
ゴル フ部 鷹 第4回 男f定 例 会 村1:JY:哉 優勝 ・紀 野lr蓼
一10位11S全 道 学生 マ ッチ プ レー選f・権 紀 野修
一準 々決 勝 進 出 村 ヒ達哉1回 舜{晃敗 退
サ ッカ ー 部3校 対 抗 戦 優 勝 第291・i全1体 大';な
サ ッカー選 丁権 道1㌻戦Aグ ル ー ブ3位
剣 道 部%新 人戦2回 戦 敗 退
弓 道 部%争 覇 戦4"G2位
写 真 部%-16服 部 健 司写 三憂{個展 「20抄 塊1よ 」こ一・た一/;
器晩 成 型 ノぐ4〆L∫真 少f卜展 」於 学 生 冒 ピー一、%～27第61111
旭 川写 真連 盟 展 月1乏部健i>紙 パ ネル3枚 組111II展
淺 敷 文 の会%第30111i例 会 へ1レマ ンヘ ッセ 「知 と愛 」
/提 起 伊 東 ・浜II)%座 談 ∫セ「表現 とい うこと」〔伊 東 ・
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「トネ ッコ会 」 の こ と一 滅 び ゆ くも の 、 生 れで るも の一一
過H、 「医 療 生 活 環 境 調査 」 と い うこ とで 、15年 ぶ り
に帯 広 市 の 農 村S部 落 を訪 問 す る機 会 を もった 。 こ の
S部 落 は、 合 併 前 「川西 村」 に所 属 して い た と こ ろで 、
帯 広 駅 か ら西方 に約20キ ロ、 卜勝 バ スで40分 ほ どい っ た
と こ ろに あ る戸 数25戸 の畑 作酪 農 村 で あ る,、
私 がこの 部落 を最 初 に訪 問 したの は昭 和40f卜1月 て冬、農
業構 造 改 善 ・}牒iに関 す る基 礎 調.査の ためであ った.こ の調
査は まる3カ 月 を 要 したので、この間 部 落 の 方々 と も親 し
くなった。 しか し151=の 歳 月 は 、当時 の 記億 を よみ が えす
の には 大変 であった。幸い手/Cに 「調査 報 告 書」があったの
で それ を ・読 し、記憶 を新 た に して この 部落 を訪 問 した 。
まず 最初 に、 この 部 落 で最 大の 血縁 集 団 といわれる「W
マ キ」 の総 本 家 を訪 れた 。世 帯i三は すで に亡 く、 当時26
才だ っ た長 男 が後 を継 い で い た。 私 の こ と もよ く知 って
お り、 大変 うれ し く思 っ た。 」拍勺の 医療 調 査 が終 った後、
部 落 の様f・ にっ いて 話 を伺 っ たが 、 この15年 間 に 、世 代
の 交 替 は も ち ろん 、生 活 面 ・生 産 面 で も随 分 と大 きな変
化 の あっ た こ とを聞 か され た。
以 前 訪 問 した時 に聞 いた 「トネ ソ.コ<:」 の こ と をふ と
思 い出 し、 その 話 を した とこ ろ 、 「そ れ は と.)に な くな
り、 い ま1よそれ1こか わ け.ぐ'卜」ミ鬼禽≦とい う劣{りカごあ る 」と
い うこ とで あ った
S部 落 で は 、昭 和20年 頃 、 まだ隣 りのK部 落 と 一緒 だ
ったヒ頁、馬 を所 有 して い る農 家 げ 、ちうん 全ノり が 集 ま
って 「愛 馬 会」をつ くっ た これ は、馬 が生 れた場 合 や死
んだ場 合 に、 各 戸 が お金 を出 し合 り て 、秋 祭 りの 目 に 、
馬 をiこ役 に仕 ・「'二てて お 祝 や供 養 をす る とい うr/の で あ り
た,、こ の地 方で は仔 馬 の こ と を 「トネ ッ コ」 とい.)が 、
仔 馬 が 生 れた場 合、1頭 につ き300円 を橡 出 し、 その 金
で婦 入達 を1日 遊 ば して い だ 、 これ を 「トネ ノ.ユ会」 と
呼 んで いた 。現 在 は 農 業構 造 の 変化 、 と くに機械 化 の 進
展 に よ って.馬の役 割 が 殆 ん ど な くな り、 した が っ て また
仔 馬 も皆 無 とな り、 「トネ ッコ会」 も 自然 消 滅 した と い
う。 そ して こ れ に対 応 して、 「馬 頭 歓 世1'粕 祭 りの 意 義
もま た 、最近 は 失わ れつ つ あ るとい テ,
S部 落 は 、古 くか ら有数 郁 乏作地 帯 といオりれていた と こ
ろであ るが 、fi_」{{近は酪 農 化 の 方向 に進 み 、殆 ん ど各戸 が10
頭 前後 の 搾乳'ト を飼育 す るよ うに なった 、「トネ ノー」会 」
が消滅 し、そ れ にか わ って 「'卜魂 祭 」が新 た に登 場 して き
た とい うの も、農PY.一経 営 の変 化 を 考えると 至極 当然 である,,
農 村社 会は い ま大 きな 変貌 を遂 けて い る,,長 い 間生 活
と密 昔 して い た 集団 や制 度 が跡 形 もな く消 滅 し、 それ に
か わ って 新 しい 集団 や制 度 が続 々 と生成 して きて い る、,
「トネ ッ コ会」 や 「'卜魂 祭」 は その1つ の例 にす ぎない
そ れ に して も 、/¥1後 どの よ うに変 化 して い くの か、 興味
深 い もの が あ る。(社 会学 教授/
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